
水産物の輸出をめぐる状況について

令和８年５月
水産庁加工流通課



１．農林水産物・食品の輸出促進に
関する政府の取組

【ポイント】

 政府は「食料・農業・農村基本計画」において、令和12（2030）年まで
に農林水産物・食品の輸出額を５兆円（うち水産物は1.1兆円）とする目
標を設定。

 この目標を達成するため、品目ごとの目標や輸出促進のための取組につ
いて整理した「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」を策定し、これ
に沿って輸出拡大に向けて取り組んでいる。



農林水産物・食品の輸出促進に関する政府の取組
○ 政府は「食料・農業・農村基本計画（令和７年４月閣議決定）」において、令和12（2030）年までに
農林水産物・食品の輸出額を５兆円（うち水産物は1.1兆円）とする目標を設定。

●農林水産物・食品の輸出額目標

5,878億円

農産物
（含 加工食品）

3.6兆円

林産物
0.2兆円

370億円

水産物
1.1兆円

2025
（実績）

2030
（目標）

9,121億円

５兆円

水産物
2,873億円

2019
（実績）

17,005億円

水産物
4,231億円

1,031億円

735億円

11,008億円

少額貨物
0.2兆円

● 農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律
令和元（2019）年11月に、輸出先国による食品安全規制等に対応

するため、輸出先国との協議等について、政府一体となって取り組
むための体制整備等を内容とする、「農林水産物及び食品の輸出の
促進に関する法律（令和２年４月１日施行）」が成立。

令和４年10月１日の改正により、輸出重点品目ごとに、オールジ
ャパンで輸出先国・地域のニーズ調査やブランディング等を行う団
体（品目団体）の認定制度を創設するなど、施策を強化。

●食料・農業・農村基本計画
令和２（2020）年３月閣議決定の「食料・農業・農村基本計画」

において、令和12（2030）年までに農林水産物・食品の輸出額を5
兆円とする目標を設定。

令和７年４月11日の閣議決定により、５兆円のうち水産物の輸出
額目標は1.1兆円に改訂。

●農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略
令和２（2020）年12月に、総理大臣を本部長とする「農林水産業

・地域の活力創造本部」において「農林水産物・食品の輸出拡大実
行戦略」を決定。海外で評価される日本の強みを有し、輸出拡大に
向けた取組の余地の大きい品目を輸出重点品目に選定。

令和７年５月30日の改訂により、31品目（うち水産物は６品目）
を輸出重点品目に選定。

輸出促進政策の背景
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農林水産物・食品の輸出促進に関する政府の取組
○ 「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略（令和２年12月決定、令和７年５月改訂）」において、海外

で評価される日本の強みを有し、輸出拡大に向けた取組の余地の大きい31品目を輸出重点品目に選定し
集中的に支援。

〇 水産物については、ぶり、たい、ホタテ貝・ホタテ貝加工品、牡蠣・牡蠣加工品、真珠、錦鯉の計６
品目を輸出重点品目に選定。

輸出重点品目 （※は令和７年５月改訂で追加）

牛肉 ぶり
豚肉、鶏肉 たい

鶏卵 ホタテ貝・ホタテ貝加工品※

牛乳・乳製品 牡蠣※・牡蠣加工品※

果樹(りんご、ぶどう、もも、
かんきつ、かき・かき加工品、

なし※)、野菜(いちご)
真珠

野菜(かんしょ等) 錦鯉
切り花 清涼飲料水

茶 菓子
コメ･パックご飯･米粉及び

米粉製品 ソース混合調味料

製材 味噌・醤油
合板 清酒(日本酒)

ウイスキー
本格焼酎・泡盛

脂の乗った日本独自の魚種。近
年、米国等への輸出額が増加。

ぶり

縁起のよい赤色は中華圏でも
好まれる。活魚輸出増加に期待。

たい

高品質な日本産ホタテ貝は世界
で高く評価。
水産物では輸出額ナンバーワン。 

ホタテ貝・ホタテ貝加工品

真珠養殖は日本発祥。日本の生
産・加工技術が国際的に高評価。

真珠

身が厚く、濃厚な味わいが特徴。
アジアでは日本産牡蠣が浸透。
今後は生食用の需要が高い欧米
などへの販路確保にも期待 。

牡蠣・牡蠣加工品

日本文化の象徴としてアジア、
欧州を中心に海外で人気。 

錦鯉 2
(一社)全日本錦鯉振興会提供



２．水産物の輸出状況

【ポイント】

 令和７（2025）年の水産物の輸出額実績は4,231億円で過去最高を記録。

 ぶり等を中心に輸出額は大きく伸びているが、輸出単価の上昇による部
分が大きく、供給体制の強化が必須。



〇 水産物の輸出額は増加傾向にあり、2025年の水産物輸出実績は4,231億円。
○ 農林水産物・食品の輸出額 １兆7,005億円の約25%を占める。前年比では約17％の増加。
〇 国・地域別では、香港、米国、ベトナムで約半分を占め、品目別では、ホタテガイ、ブリ、

真珠等が上位を占めている。

水産物輸出額の推移（億円） 国・地域別輸出実績（2025） 品目別輸出実績（2025）
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水産物の輸出状況
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 需要の⾼い⼤型サイズのぶりを増産するため、
高成長・耐病性等の優良な形質を有する人工種
苗の育種等を推進することで供給体制を強化。

 既存の輸出先に加え、認知度が低い地域（中東、
米国東南部・中西部）や現地系商流を中心に販路開
拓を行うことで、輸出先の多角化も推進。

 輸出額第２位の韓国では、活かした状態で輸入
する需要が高いことから、新たな輸送技術等の
導入も検討。

○ 2025年輸出額は528億円（対2020年比306％）と順調に増加。
○ 高水温や赤潮の発生で、大型サイズのぶりの生産が増やせなかったものの、需要の高まりにより、

単価が上昇した。
○ 米国等で需要の高い大型サイズのぶりを増産するため、優良な形質を有する人工種苗の育種等を推

進することで供給体制の強化を図る。現地系商流・新市場への進出も進め、輸出先の多角化を図る。

輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額
2020年実績 2025年実績

米国 96 米国 284

ベトナム 28 韓国 119

中国 12 香港 23

香港 11 ベトナム 22

タイ 4 EU 17

現状

今後の取組

• 米国等で脂の乗った大型サイズのぶりの人気が
高まった。

• 高水温や赤潮の発生で、大型サイズのぶりの生
産が増やせなかったものの、需要の高まりによ
り単価が上昇（輸出単価：2020年比341％）。
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ぶりの輸出量・輸出額
：輸出量 ：輸出額

（単位：億円）

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

ぶり※の輸出状況
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○ 2025年輸出額は80億円（対2020年比212％）。
○ 多くの海外市場において、ティラピア等の安価な他の白身魚の競合種も多く、伸び率は低調。
○ 他の白身魚と比べた、たいの持つ魅力をアピールすることで、既存の輸出先国に加え、認知度の

低い地域や層への訴求力を高め、販路拡大、輸出先の多角化を促進。

輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額
2020年実績 2025年実績

韓国 23 韓国 57

中国 4 米国 11

台湾 4 台湾 5

タイ 3 香港 3

米国 2 ベトナム・タイ 3

現状
• 多くの海外市場において、ティラピア等の安価

な他の白身魚の競合種も多く、伸び率は低調。
• ALPS処理水放出に伴う中国による日本産水産物

の輸入停止措置の影響もあり、2023年の輸出額
はやや落ちたものの、米国、韓国向け輸出の伸
長等により、2025年の輸出額は2022年を上回る
水準まで回復。

 他の白身魚と比べた、たいの持つ魅力をアピール
することで、既存の輸出先国に加え、認知度の低
い地域や層への訴求力を高め、販路拡大、輸出先
の多角化を促進。

 輸出額第１位の韓国では、活かした状態で輸入す
る需要が高いため、新たな輸送技術等の導入も検
討。
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資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

たい※の輸出状況
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（億円）（トン）

今後の取組

※ クロダイ、チダイ等を含む、たい科のもの。



輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額

2020年実績 2025年実績
中国 146 ベトナム 199

台湾 61 米国 192

香港 60 台湾 155

韓国 32 香港 142

米国 23 韓国 87

現状

今後の取組

• 2022年までは中国向けを中心に輸出が大幅増加。
ALPS処理水放出に伴う中国の水産物の輸入停止
措置を受けて、大きく落ち込んだものの、国内加
工体制の強化や輸出先の多角化等により、米国、
ベトナム等への輸出額は増加。

• 近年、水温上昇等の影響で、稚貝、新貝の大量へ
い死が発生し生産量が減少。その結果、輸出単価
は上昇。

 環境変動への対応の取組を推進するなど、生産管
理を強化・徹底し、安定供給を実現。

 玉冷・加工品製造の課題である労働力不足の解消
のため省人化機械の導入や施設整備を推進。

 中国側に対しては、引き続き、政府一丸となって
日本側輸出関連施設の速やかな
再登録を含め、輸出の円滑化を
働きかけ。

○ 2025年輸出額は1,024億円（対2020年比284％）と堅調に推移。
○ 2023年８月のALPS処理水放出に伴う中国等による輸入停止措置を受けて、輸出額が大きく落ち

込んだものの、国内加工体制の強化や輸出先の多角化等により、輸出額は増加傾向。
○ 環境変動への対応の取組を推進するなど、生産管理を強化・徹底し、安定供給を実現。
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資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

ホタテ貝・ホタテ貝加工品の輸出状況
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 2025年に瀬戸内海で牡蠣の大規模へい死が発生
し、生産量の大幅減少、輸出余力に影響。これ
に対して「高水温等によるカキへい死被害への
政策パッケージ（2025年12月）」等を通じて生
産体制を強化。

 潜在的需要の高い米国に、オイスターバー等で
人気のある殻付きの生食用製品を輸出できるよ
うにするため貝類衛生プロ
グラムについて米国FDAと
の協議を引き続き実施。

 オールジャパンで輸出促進
を行う認定品目団体の創設
を目指す。

輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額

2020年実績 2025年実績
香港 15 台湾 18

台湾 5 香港 18

中国 2 シンガポール 5

シンガポール 1 米国 3

ロシア 1 ベトナム 2

現状

今後の取組

（単位：億円）

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

• 2022年までは香港を中心に輸出が拡大したが、
2023年以降、香港向けは減少傾向。

• 一方、台湾や牡蠣加工品（冷凍牡蠣フライ等）
の人気が高まった米国に向けた輸出は伸長して
いるが、2025年には不漁の影響により減少。

○ 2025年輸出額は55億円（対2020年比190％）。
○ 米国向けの牡蠣加工品（冷凍牡蠣フライ等）や台湾向けの輸出が伸長。
○ 2025年に瀬戸内海で牡蠣の大規模へい死が発生。「高水温等によるカキへい死被害への政策パッ

ケージ（2025年12月）」等を通じて、事業者の経営支援を行うとともに原因の究明、対策を実施。
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○ 2025年輸出額は412億円（対2020年比541％）となり、新型コロナウイルスの影響による輸出減
から回復。

○ 約８割が世界の真珠取引の中心である香港に輸出され、香港を経由して中国等へ流通。
○ 日本産真珠の品質基準を明確化してブランド力を強化し、海外に向けて発信するとともに、オン

ライン入札システム等を活用してBtoB取引を推進し、新たな商流の構築を促進。

輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額
2020年実績 2025年実績

香港 46 香港 355

米国 13 米国 19

タイ 5 タイ 10

中国 4 EU 9

イタリア 2 中国 5

現状

今後の取組

• 世界の真珠取引のハブである香港から、中国等
の消費地に流通。

• 2022年から神戸（日本）で開催されているオン
ライン併用の国際展示商談会「ジャパンパール
フェア」等を通じたプロモーションにより、日
本産真珠の認知度が向上。

 価格の安い中国産の有核淡水真珠の供給量が増
えているため、日本産アコヤ真珠の品質基準を
明確化してブランド力をさらに強化し、海外に
向けて品質・魅力を情報発信。

 オンライン入札システムを活用してBtoB取引を
推進する等の取組により、輸出先を多角化し、
新たな商流の構築を促進。
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資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省で作成

真珠の輸出状況
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○ 2025年輸出額は100億円（対2020年比206％）と堅調に推移。
○ 2024年に米国で品評会を開催したことをきっかけに米国向け輸出が５年間で約４倍に伸長。
○ 東南アジアでは高級錦鯉の購入が増加。今後は裾野を拡大すべく、プロモーションを強化すると

ともに生産力を強化。

輸出実績

主な輸出先国・地域別の輸出額

2020年実績 2025年実績
香港 7 米国 27

米国 5 中国・香港 24

中国 5 EU 14

ドイツ 4 インドネシア 8

オランダ 4 ベトナム 6

現状

今後の取組

• 2024年にラスベガス（米国）で大規模な品評会を
開催したことをきっかけに、米国向け輸出が５億
円（2020年）から、27億円（2025年）と約５倍に
伸長。

• 東南アジアでは、高級錦鯉の購入が増加。
• 中国向けでは、2024年11月に6施設、2025年5月

に2施設が認定施設に再登録され、輸出額が回復。
• 需要に対し、国内の生産が追いついていないもの

の、単価上昇により輸出額は増加。

 インド等の新興国や、既存輸出先の一般層向け
に販路を拡大すべく、プロモーションを実施。

 生産力強化に向けた取組を推進。
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錦鯉の輸出状況
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（億円）（トン）

(一社)全日本錦鯉振興会提供



３．農林水産物・食品の輸出促進に
向けた施策

【ポイント】

 輸出重点品目ごとに品目団体を認定し、海外における販路拡大や業界共通
の課題解決に向けた取組等を実施。

 海外の規制やニーズに対応して、継続して輸出に取り組む産地を「フラッ
グシップ輸出産地」として認定。



農林水産物・食品の輸出促進に向けた施策（品目団体）
○ 輸出重点品目ごとに、生産から販売に至る関係者が連携し、輸出の促進を図る法人を、

法人からの申請に基づき、国が「認定農林水産物・食品輸出促進団体」（認定品目団体）として認定。
○ 品目団体は、個々の産地・事業者では取り組む負担が⼤きい、⾮競争分野の輸出促進活動（市場調査

やジャパンブランドによる共同プロモーション）を⾏い、産地や事業者の輸出拡⼤の取組を下⽀え。
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農林水産物・食品の輸出促進に向けた施策（品目団体）
○ 水産関係の品目団体は、令和８年４月時点で５品目４団体が認定。

名 称：一般社団法人 日本ほたて貝輸出振興協会
（ J-HOTATE Association ）

認定日：令和５年11月14日
代表者：会長 野村 一郎

日本ほたて貝輸出振興協会は、ホタテ貝及びその加工品（ホ
タテ貝製品）の生産、加工、流通、販売等を行う企業、団体等
で構成される協議会として令和３年12月に設立。令和５年10月
に任意団体から一般社団法人に移行。

団体概要：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/progress/attach/p
df/hinmoku-dantai-nintei-41.pdf
団体HP  ：https://j-hotate.com/

名 称：一般社団法人 日本真珠振興会
（JAPAN PEARL PROMOTION SOCIETY）

認定日：令和４年10月31日
代表者：会長 藤田 哲也

日本真珠振興会は、真珠養殖業を営む生産者団体や真珠の加
工・流通・輸出を行う事業者の団体、宝飾販売業者等で構成さ
れる協議会で昭和31年9月28日に設立。

団体概要：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/progress/attach/p
df/hinmoku-dantai-nintei-30.pdf
団体HP  ：https://jp-pearl.com/

名 称：一般社団法人 日本養殖魚類輸出推進協会
（ Japan Farmed Fish Export Association ）

認定日：令和５年11月14日
代表者：会長 山本 有二

日本養殖魚類輸出推進協会は、ぶり、たい類及びその加工品
等（ぶり・たい製品）の輸出拡大を図ろうとする企業、団体等
で構成される協議会として令和4年3月に設立。令和5年2月に任
意団体から一般社団法人に移行。

団体概要：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/progress/attach/
pdf/hinmoku-dantai-nintei-32.pdf
団体HP  ：https://www.jffea.com/j-home

名 称：一般社団法人 全日本錦鯉振興会
（All Japan Nishikigoi Promotion Association）

認定日：令和５年３月31日
代表者：理事長 間野太

全日本錦鯉振興会は、錦鯉生産者、流通業者、錦鯉を取り扱
う事業者の団体等で構成される団体で昭和45年に設立。令和4
年5月に一般社団法人に移行。

団体概要：
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/progress/attach/p
df/hinmoku-dantai-nintei-38.pdf
団体HP  ：https://jnpa.info/

ぶり・たい ホタテ貝・ホタテ貝加工品

真珠 錦鯉
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農林水産物・食品の輸出促進に向けた施策（フラッグシップ輸出産地）

申請事業者の所在地

コンソーシアムに
参加している産地

※ 上記事業者等を中心とした産地を「フラッグシップ輸出産地」として認定。
※ マークの位置と産地の市町村は必ずしも一致しない。
※ ②は第２回認定、③は第３回認定の産地。

フラッグシップ輸出産地 認定産地一覧（R8.4時点）

12

○ 海外の規制やニーズに対応して継続的に輸出に取り組み、輸出取組の手本となる産地を「フラッグシ
ップ輸出産地」として認定。

○ 認定要件は、① 輸出先国・地域の規制やニーズに対応した輸出を行っていること、② 一定の金額の
輸出実績（水産物の場合、直近１年間の輸出額が１億円以上）があること、③ サプライチェーンを
構築し、継続的・安定的に輸出（２年以上かついずれかの年に２か国・地域以上）していること。

○ 認定された産地に対し、優遇措置を設けることで、輸出の拡大・発展を後押し。



農林水産物・食品の輸出促進に向けた施策（輸出支援プラットフォーム）
○ マーケットイン・マーケットメイクの輸出を進め、輸出先国・地域において輸出事業者を包括

的・専門的・継続的に支援するため、在外公館、ジェトロ海外事務所、JFOODO海外駐在員を
主な構成員とする「輸出支援プラットフォーム」を設立。

○ 日系食品企業のネットワーク化等を通じ、規制等の情報共有、現地政府申入れ等により事業者に共通
する課題に対応。

○  2026年４月時点で、米国をはじめとして、ＥＵ、タイ等の10カ国・地域（16拠点）で立ち上げ済。

プラットフォーム設置国・地域（R8.4時点）
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ジェトロによる支援イメージ（事例：水産関連企業（東京） ）輸出支援プラットフォームの相談窓口（事例）



農林水産物・食品の輸出促進に向けた施策（GFP）
○ GFPは「Global Farmers/Fishermen/Foresters/Food Manufacturers Project」の略称。
○ 2018年８月31日に農林水産物・食品の輸出を意欲的に取り組もうとする生産者・事業者等のサポート
と連携を図る「GFPコミュニティサイト」を設立。

GFP登録事業者

GFPコミュニティ

14

なお、GFP登録者数は年々増加しており、令和8年3月時点で11,382人（うち水産関係者は758人）
が登録。

サービス詳細



４．水産物の輸出拡大に活用できる
主な予算事業



水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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水産物の輸出拡大に活用できる主な予算事業
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